
典

林

第
二
十
五
巻
　
第
四
號

（
通
年
第
百
號
）
　
昭
科
十
五
年
十
月
嚢
行

東
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ

内
　
　
容

　
一
、
緒
論
i
三
個
…
の
世
界
と
避
個
…
の
時
代

　
二
（
東
洋
に
於
け
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
窪

　
三
、
最
も
遅
れ
た
る
西
洋
の
交
化
（
以
上
本
號
、
以
下
訳
號
）

　
四
、
束
洋
蹴
が
イ
ス
ラ
ム
縛
獲
に
及
ぼ
せ
る
影
響
・

　
五
、
東
洋
譜
が
西
洋
藥
藝
復
興
期
縮
彊
に
及
ぼ
し
た
る
影
響

　
六
、
結
　
語
　
　
附
　
表
二
種

ン
ス
　
（
上
）

宮

崎

市

　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
緒
論
…
ム
ニ
個
の
世
界
と
三
桐
の
時
代

　
過
去
数
干
年
の
人
類
の
歴
史
を
理
解
す
る
爲
に
、
必
然
の
便
上
上
、
縦
に
は
之
を
何
期
か
の
時
代
匿
分
に
分
ち
、

地
域
棲
分
に
分
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
前
者
は
暫
く
措
選
、
後
者
に
は
從
來
漠
然
と
し
て
、
微
羅
巴
と
亜
細
亜
、

　
　
　
策
洋
の
〃
ネ
・
サ
ン
二
瀬
洋
の
業
・
サ
ン
ス
（
上
×
寓
崎
）
　
　
　
　
　
蘂
一
蓋
巻
第
二
騰

t－L．

疋

旛…

ﾉ
は
之
を
陥
幾
柵
闇
の

或
は
酋
洋
と
東
洋
と

　
一
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東
洋
の
ル
も
サ
ン
ス
と
琴
南
の
ル
ネ
・
サ
ン
ス
（
上
×
富
崎
）
　
、
　
　
　
　
第
二
＋
瓢
巻
恥
骨
號
　
　
二

に
部
分
さ
れ
て
來
允
が
、
余
の
維
験
か
ら
云
へ
ば
、
之
で
は
著
し
く
不
精
確
で
あ
り
、
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
発
れ
な
い
。
所
謂
亜
細
亜

は
更
に
葱
槻
弓
脈
の
繋
境
と
し
て
、
妾
狂
と
聖
画
要
に
分
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
余
は
便
塞
、
釜
細
亜
、
卿
ち
酋

洋
語
が
云
ふ
極
東
地
方
を
東
洋
と
名
付
け
、
西
距
細
亜
、
顕
ち
、
磁
歪
入
の
所
謂
近
東
地
方
を
以
て
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
名
付

け
允
い
と
恩
ふ
。
西
亜
細
密
に
限
り
斯
う
い
ふ
長
い
名
前
を
揮
ん
で
、
こ
れ
に
勤
立
す
る
爾
地
方
・
東
洋
と
磁
区
の
簡
稽
と
甚
し
く
不
均

衡
に
な
る
こ
と
を
．
顧
な
い
の
は
、
從
來
の
歴
史
家
が
あ
ま
り
こ
の
地
方
を
重
観
せ
す
、
折
角
新
し
い
名
稻
を
製
製
し
て
も
、
そ
の
内
容
が

不
明
に
思
は
れ
る
虞
が
あ
る
の
で
、
此
土
地
に
は
嘗
て
波
蘭
の
大
帝
國
が
繁
嘉
し
て
其
の
面
明
が
廣
く
は
東
爾
に
、
遠
く
は
後
世
に
迄
光

被
し
た
る
後
、
イ
ス
ラ
ム
…
教
が
現
は
れ
て
其
の
衣
鉢
を
傅
へ
、
現
今
も
イ
ス
ラ
ム
宗
…
敏
鵬
を
形
造
っ
て
み
る
事
實
を
想
起
し
て
貰
ひ
允
い

が
爲
に
讐
ぬ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
級
こ
の
三
つ
の
世
界
は
大
事
に
於
い
て
、
夫
汝
相
似
元
る
就
・
曾
的
落
魚
甲
を
騒
げ
て
門
下
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
磁
分
は
從
來
．
丙
洋
史

上
に
用
ゐ
ら
れ
三
つ
た
斎
代
、
巾
世
、
近
世
の
三
階
段
を
其
山
嶽
蔵
し
て
差
支
へ
な
い
と
思
は
れ
る
。
疑
し
三
つ
の
世
界
に
於
い
て
、
古

代
よ
り
中
世
へ
、
中
世
よ
り
近
世
へ
の
言
換
期
は
必
ず
し
も
同
時
に
は
起
ら
な
い
。
概
し
て
云
へ
ば
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
学
界
が
、
そ

の
就
會
的
成
長
が
最
も
早
く
、
東
洋
之
に
次
ぎ
、
西
洋
が
最
も
無
い
“

　
古
代
・
中
世
・
近
世
の
三
期
魑
分
法
は
、
先
づ
西
洋
の
墨
者
が
西
洋
史
を
研
究
す
る
便
宜
上
か
ら
設
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
他

の
二
つ
の
世
界
に
癒
用
す
る
に
當
っ
て
は
、
各
時
代
の
有
す
る
意
義
は
、
多
少
攣
．
更
を
魏
ふ
る
こ
’
と
を
豪
儀
な
く
さ
れ
る
。
蓋
し
、
東
洋

典
と
か
瀬
洋
愛
と
か
の
狡
い
範
溺
に
於
い
て
は
弗
素
に
重
大
な
意
義
を
有
す
る
と
思
は
れ
た
事
實
も
、
更
に
潔
い
地
域
の
謄
史
と
い
ふ
立



場
か
ら
見
た
・
時
に
は
意
外
に
そ
の
重
要
さ
を
滅
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
面
し
て
斯
か
る
場
舎
に
は
一
般
に
、
よ
り
償
い
立
場

に
立
つ
評
償
の
方
が
概
し
て
、
よ
り
正
鶴
に
近
い
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
蹴
の
で
あ
る
。

　
古
代
と
は
人
類
が
原
始
的
な
部
族
生
活
よ
り
脱
し
て
、
都
市
國
蒙
を
形
造
り
、
そ
れ
が
獲
達
し
て
撒
十
欄
、
数
此
世
の
都
市
國
家
を
含

む
｝
領
域
を
支
配
す
る
大
帝
國
の
實
現
に
至
る
迄
の
時
代
で
あ
る
。
斯
か
る
大
帝
園
の
隠
現
、
及
び
そ
の
倒
壌
は
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ

ム
世
界
に
於
い
て
最
も
早
く
、
グ
リ
ウ
ス
大
王
を
以
て
代
表
さ
る
鼠
、
ア
ー
ケ
メ
ニ
ド
王
朝
の
波
新
帝
園
は
、
西
紀
前
五
五
〇
年
頃
に
成

立
し
、
五
〇
〇
年
頃
極
盛
と
な
り
、
一
二
三
〇
年
、
北
方
の
螢
族
を
峯
み
た
ア
レ
キ
サ
ン
ヂ
ル
大
王
の
爲
に
滅
さ
れ
た
。
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス

ラ
ム
世
界
の
古
代
輿
は
此
時
を
以
て
終
末
を
舌
げ
る
。
東
洋
に
て
鳳
西
紀
前
二
一
累
年
、
秦
の
始
皇
帝
が
支
那
を
統
一
し
、
前
漢
が
之
を

嗣
…
い
で
、
西
紀
前
一
〇
〇
年
前
後
、
土
台
｝
の
時
代
極
盛
に
達
し
、
後
漢
の
帝
國
が
酉
紀
一
…
二
〇
年
に
滅
亡
し
て
み
る
が
、
此
頃
を
以
て
東

洋
古
代
更
の
終
焉
と
す
赴
き
で
あ
ら
う
。
酉
洋
で
は
羅
馬
帝
國
の
事
無
上
に
成
立
し
果
る
が
、
餌
歴
紀
元
前
後
で
あ
り
、
三
世
紀
末
東
函

に
分
裂
し
、
三
七
五
年
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
が
始
ま
っ
て
、
羅
馬
帝
園
は
子
細
に
そ
の
覇
構
を
失
墜
し
た
。
此
蒔
．
を
以
て
西
洋
古

代
典
の
終
焉
と
す
れ
ば
、
そ
は
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
比
し
て
七
百
年
、
東
洋
に
比
し
て
百
五
十
年
を
邊
ら
せ
て
る
る
と
云
へ
る

の
で
あ
る
。

　
大
帝
國
の
崩
壊
の
後
に
來
る
も
の
は
、
中
貴
的
地
方
分
構
の
蝉
吟
で
あ
る
ゆ
之
が
西
洋
に
於
い
て
は
封
建
制
度
と
な
り
、
ペ
ル
シ
ヤ
・

イ
ス
ラ
ム
糧
界
に
於
い
て
は
封
建
的
庶
鼠
舞
掃
治
と
な
り
、
一
四
脚
　
に
於
い
て
は
官
僚
的
貴
族
M
湖
と
な
っ
た
い
廻
し
て
斯
「
か
る
認
愛
国
の
融
蝉
脚
生

活
に
喰
ぴ
入
っ
た
も
の
は
｛
示
教
で
識
の
り
、
　
西
回
洋
に
は
藁
…
轡
…
敦
、
　
ぺ
、
ル
シ
や
世
．
界
に
は
稗
火
教
、
　
而
し
て
東
洋
に
は
…
佛
教
が
流
行
し
た
。
　
之

　
　
　
目
黒
灘
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
十
二
の
ル
＊
ヅ
サ
ン
ス
（
ゑ
〉
（
宮
離
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
」
∵
ア
識
藤
￥
第
恵
賜
號
　
　
　
　
三
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東
洋
の
漸
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
干
網
の
レ
冬
ッ
サ
ン
ス
（
ゑ
×
営
晦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗
二
幸
翫
巷
　
第
照
號
　
　
　
　
欝

が
三
つ
の
世
界
に
於
け
る
中
世
的
鯉
川
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
地
方
分
構
と
な
っ
て
綾
境
防
備
…
の
蒲
群
溺
と
な
つ
疫
の
に
乗
じ
て
、
夷
秋
の

侵
憲
が
鳳
…
女
専
は
れ
た
こ
と
も
附
け
伽
へ
ら
れ
ね
げ
臥
な
る
ま
い
。
特
に
。
ヘ
ル
シ
や
世
贈
界
”
に
羽
於
い
て
は
、
北
轟
か
よ
嫁
す
る
土
耳
雷
系
遊
牧
民

族
の
億
購
入
の
外
に
、
南
方
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
遊
牧
民
の
侵
入
が
あ
っ
て
、
最
後
に
サ
サ
ン
歪
筑
波
斯
帝
圃
の
貴
族
政
治
を
倒
懸
し
軋
κ
。

　
西
騰
七
世
紀
に
於
け
る
ア
ラ
ビ
ア
人
の
波
斯
征
服
は
、
同
時
に
此
の
世
界
に
於
け
る
近
世
的
特
徴
・
を
有
す
る
宗
教
改
革
で
あ
っ
た
。
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ポ
ツ
サ
ン
ス

し
て
宗
…
敏
改
革
の
後
に
、
鍛
・
纂
復
興
が
到
謁
し
た
。
齢
ち
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
慰
し
元
る
ア
ツ
バ
ス
朝
教
主
の
下
に
、
波
新
の
丈
化
、
希
騒
の

古
典
が
復
鳳
ハ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
教
主
ハ
ル
・
ナ
ル
・
ラ
シ
ド
及
び
ア
ル
・
マ
ム
ン
の
在
位
せ
る
、
西
紀
八
一
九
世
紀
の
交
が
そ
の
黄
金
時

代
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
は
既
に
著
し
く
近
世
的
な
も
の
を
有
し
て
ゐ
允
。
云
ぴ
換
ふ
れ
ば
中
世
を
腕
し
て

近
世
に
入
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。

　
数
世
紀
に
亙
る
十
字
軍
は
、
中
世
的
な
西
洋
肚
A
曾
を
し
て
次
第
に
畳
醒
せ
し
め
、
逮
に
西
紀
十
四
・
五
世
紀
に
至
っ
て
、
先
づ
伊
太
利

　
ル
ゑ
ヅ
サ
ン
ス

に
羅
漏
鞘
四
復
無
ハ
の
薪
一
通
山
勘
を
繭
悲
紀
7
個
年
め
允
。
　
之
を
以
ド
て
臨
調
嫌
伴
鼻
綱
翼
愛
の
闘
…
蘇
と
す
る
は
」
何
日
人
も
異
議
な
く
、
　
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
・
ス
ラ
ム
世
斑
罪

の
近
世
史
の
開
始
に
比
較
す
れ
ば
、
約
五
世
紀
程
彫
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
中
世
の
開
始
が
既
に
七
世
紀
蓬
れ
て
る
る
こ
と
を
思
へ
ば
、

こ
の
年
代
の
相
違
は
別
に
驚
く
に
當
ら
な
い
。

　
然
ら
ば
次
に
東
洋
に
於
い
て
墨
藝
復
興
に
類
似
の
群
羊
が
あ
っ
允
か
と
い
ふ
問
題
に
な
る
が
、
そ
は
西
紀
十
一
世
紀
を
中
心
と
す
る
北

湊
時
代
に
最
も
顯
著
に
現
れ
逸
る
、
就
愈
早
撃
の
一
大
墾
動
に
之
を
求
む
早
き
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
東
洋
に
て
は
、
年
代
的
に
兇

て
近
世
の
到
來
が
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
比
し
て
約
二
世
紀
程
理
れ
、
西
洋
に
比
し
て
約
三
世
紀
先
行
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
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の
で
あ
る
。

　
北
宋
磁
代
を
以
て
東
洋
に
於
け
る
雛
藝
復
興
期
と
す
る
こ
と
は
屡
セ
漠
然
と
櫓
へ
ら
れ
來
◇
た
こ
と
で
あ
る
が
、
余
は
そ
の
内
容
を
更

に
明
確
に
す
る
爲
に
、
二
三
の
現
象
に
就
い
て
、
之
を
西
洋
の
墨
藝
復
興
と
比
較
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
因
に
云
ふ
が
、
と
も
す
れ
ば
世
に
帯
皮
學
を
以
て
各
個
の
就
愈
な
り
、
國
民
な
り
、
個
入
な
り
の
有
す
る
個
性
を
究
む
る
畢
問
で
あ
る

と
炉
ふ
意
味
を
穿
を
違
へ
て
、
個
性
は
個
六
の
内
に
於
い
て
探
究
す
響
き
も
の
で
、
之
を
他
と
比
較
す
る
こ
と
は
何
等
の
釜
な
き
の
み
な

ら
す
、
寧
ろ
そ
の
爲
に
個
性
を
波
却
す
る
恐
れ
あ
り
と
し
て
、
比
較
獅
究
を
無
畜
或
は
忌
卸
せ
ん
と
す
る
者
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
は
大

い
な
る
誤
謬
で
あ
る
。
比
較
し
漁
る
が
爲
に
濡
滅
す
る
や
う
な
個
性
な
ら
ば
、
そ
ん
な
も
の
は
個
性
で
は
な
い
。
比
較
し
て
は
分
析
し
、

分
析
し
て
は
比
較
し
た
る
後
に
、
最
後
に
認
り
だ
る
も
の
こ
そ
個
性
と
訳
す
る
に
適
慮
は
し
い
。
宿
入
の
理
想
と
す
る
所
は
、
相
似
の
事

物
を
比
較
し
て
、
そ
の
中
に
異
質
の
物
を
認
め
、
異
和
の
現
象
を
比
較
し
て
其
中
に
同
質
、
の
物
を
分
析
欝
欝
し
禺
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

減
し
て
暑
入
の
綱
か
に
果
る
x
筋
は
、
そ
の
結
論
の
當
否
よ
り
も
寧
ろ
そ
の
手
績
き
が
十
分
に
科
羅
的
で
あ
る
か
否
か
の
鮎
に
存
す
る
の

で
あ
る
。

二
　
東
洋
に
於
け
る
ル
ネ
ソ
サ
ン
ス
の
存
在

籔
衡
憂
い
ふ
概
二
言
で
無
畜
講
と
馨
て
る
る
が
、
そ
れ
が
馨
馨
に
現
驚
、
羅
に
そ
の
内
華
甲
も
よ
く

研
究
さ
れ
て
る
る
の
は
爾
洋
史
上
に
於
い
て
虻
あ
っ
て
、
本
塩
は
軍
に
爾
洋
愛
を
論
明
す
る
爲
に
用
ひ
ら
れ
た
　
三
葉
で
あ
る
か
ら
、
之
を

　
　
　
東
洋
の
ル
掌
ツ
サ
ン
ス
と
櫃
囲
洋
の
汐
ネ
ツ
サ
ン
ス
（
上
）
（
鷲
　
麟
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
甲
二
幸
灘
巷
　
篤
ハ
隅
［
聴
酬
　
　
　
誠
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束
洋
の
〃
卒
ッ
晶
γ
ン
ス
と
張
工
の
〃
＊
ヅ
轟
γ
ン
ス
（
上
）
（
宮
綜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
工
ふ
「
灘
巻
　
　
簸
㎜
玉
器
　
　
　
　
　
　
編
ハ

鑛
充
し
て
、
東
洋
築
上
に
も
慮
用
せ
ん
と
す
る
時
に
は
、
勢
ひ
、
西
洋
典
上
に
現
る
㌧
現
象
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
類
例
を
東
洋
皮
上
に

求
む
る
や
う
な
比
較
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
斯
か
る
方
法
は
飽
迄
便
宜
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
東
洋
史
の
研
究
が
更
に
進
歩
し

た
る
曉
に
は
、
改
め
て
東
洋
安
上
の
事
實
を
基
礎
と
し
て
そ
の
類
例
を
西
洋
に
求
め
る
底
の
比
鮫
法
も
可
能
と
な
り
、
寧
ろ
斯
く
し
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ネ
ツ
サ
ン
み

そ
始
め
て
、
西
洋
の
墨
婆
復
賊
ハ
の
世
界
史
上
に
於
い
て
有
す
る
意
義
が
愈
燦
明
確
と
な
る
黒
き
で
あ
る
。
以
下
項
を
分
っ
て
西
洋
の
離
藝

復
興
と
共
通
な
る
現
象
を
東
洋
図
上
に
求
む
れ
ば
、
大
凡
次
の
如
き
事
象
が
畢
げ
ら
る
鼠
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ぷ
ツ
サ
ン
ス

　
（
一
）
　
誓
學
。
翠
藝
復
興
運
動
の
中
心
思
想
は
そ
の
文
字
の
示
す
如
く
、
　
一
時
代
前
の
古
典
的
黄
金
時
代
の
珂
顧
崇
拝
よ
り
來
る
復
古

思
想
で
あ
る
。
爾
洋
に
て
は
始
め
羅
馬
に
詣
る
を
理
想
と
し
、
更
に
後
に
至
っ
て
希
…
戯
古
典
激
化
の
復
興
を
日
的
と
す
る
に
至
っ
た
が
、

そ
の
目
標
が
何
れ
も
中
世
に
あ
ら
す
し
て
古
代
で
あ
る
に
は
蔓
り
が
な
い
。
目
標
を
古
代
に
と
れ
ば
、
之
は
必
然
的
に
教
習
宗
敏
の
排
斥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ユ
ぱ
マ
こ
ス
ト

に
立
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
に
拘
は
ら
す
、
伊
太
利
の
入
生
主
義
者
の
三
教
會
意
見
は
書
し
く
不
徹
底
で
あ
り
、
次
の
時
代
、

北
欺
に
宗
…
教
改
草
運
動
が
起
っ
て
有
終
　
の
美
を
演
ず
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
東
洋
に
於
い
て
は
北
宋
の
中
期
西
紀
第
十
一
世
紀
頃
に
儒
學
㊨
復
興
が
行
は
れ
て
、
所
謂
宋
墨
な
る
も
の
の
基
礎
が
築
か
れ
元
。
宋
學

に
は
コ
つ
の
使
命
が
あ
り
、
　
一
は
中
世
の
靴
・
曾
を
風
幸
し
た
射
る
佛
…
教
に
冷
し
て
、
支
那
個
有
の
儒
教
を
獲
具
す
る
こ
と
で
あ
り
、
　
一
は
漢

麿
幽
思
の
傳
統
的
な
る
訓
諭
墨
に
…
封
し
て
、
直
接
古
聖
賢
の
思
想
の
眞
髄
に
濁
れ
ん
と
す
る
試
で
あ
る
．
訓
詰
翠
と
は
維
典
の
丈
字
の
意

9
味
を
解
糧
す
る
墨
…
問
の
謂
で
あ
る
が
、
併
し
寳
際
に
就
て
之
を
見
れ
ば
そ
は
輩
な
る
丈
字
の
解
繹
を
能
事
と
す
る
言
語
墨
で
は
な
い
。
原

來
儒
教
の
経
典
な
る
も
の
は
、
別
に
深
き
意
味
を
有
せ
ざ
る
丈
墨
作
平
に
耀
し
て
、
特
に
深
遠
な
る
道
徳
的
墨
髭
を
施
し
て
、
宗
教
的
樺

（470）



威
を
興
へ
ら
れ
て
成
立
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
字
句
の
解
繹
は
費
語
獣
的
に
行
ふ
の
で
な
く
、
そ
の
解
羅
短
身
が
脚
ち
儒
教
の
哲
．

皐
な
の
で
あ
る
。
漢
よ
り
鷹
に
至
る
迄
、
維
書
に
附
加
せ
ら
れ
た
健
側
が
堆
積
整
理
さ
れ
て
五
経
註
疏
と
な
砂
、
そ
の
努
力
が
更
に
糠
続

さ
れ
、
維
書
の
範
國
も
撰
張
さ
れ
つ
x
宋
初
に
及
ん
で
十
三
維
註
疏
と
な
っ
た
。
大
型
に
云
へ
ば
註
は
一
維
書
を
專
門
と
す
る
墨
派
の
解

繹
を
凡
そ
師
　
承
の
逓
り
に
漁
隅
き
記
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
疏
に
は
又
別
個
の
立
場
が
あ
る
。
註
は
個
妄
の
纒
選
岡
を
封
象
と
し
て
漱
閃
か
れ

て
み
る
が
、
疏
は
…
数
個
の
受
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
　
一
偲
の
維
堂
R
を
解
逸
す
る
に
も
、
他
の
維
書
の
沙
羅
と
矛
盾
撞
蒋
せ

ざ
る
や
う
、
若
し
も
表
面
上
経
丈
の
聞
に
爾
立
ぜ
ざ
る
如
き
個
腱
あ
ら
ば
何
と
か
し
て
爾
者
を
相
調
和
せ
し
め
ん
と
す
る
の
努
力
と
絹
意

と
を
忘
れ
な
い
。
撃
っ
て
疏
に
於
い
て
は
一
種
の
煩
環
な
る
論
理
錐
・
を
有
し
て
み
て
、
こ
の
黙
矢
張
西
洋
中
世
の
ス
コ
ラ
暫
畢
と
一
脈
相

通
す
る
貼
…
が
あ
る
凸
．
宋
錐
・
に
於
い
て
は
、
凡
て
斯
か
る
繁
雑
な
る
手
績
を
慶
し
て
、
…
総
力
直
入
直
ち
に
翠
巌
伺
の
丈
を
以
て
聖
賢
の
需
葉
と

し
て
玩
味
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

パ
ニ
）
　
丈
燈
．
思
想
の
内
論
難
と
關
艦
賦
し
て
、
表
現
の
形
式
が
簡
　
題
と
な
る
。
伊
太
利
の
畢
轟
岬
復
吊
目
に
於
い
て
は
、
…
怨
翻
…
を
表
現
す
る
雷

語
の
…
選
士
に
就
て
、
全
く
封
蹴
的
な
る
工
つ
の
態
慶
が
見
ら
れ
る
。
邸
ち
ダ
ン
テ
は
當
時
磨
身
が
衡
際
に
使
用
し
た
る
ト
ス
カ
ナ
方
言
を

禰
ぴ
て
紳
曲
を
早
し
、
之
に
反
し
て
ペ
ト
ラ
ル
カ
は
、
縦
書
主
義
の
半
揚
よ
り
、
純
纏
な
る
古
代
拉
典
語
を
用
み
て
始
め
て
そ
の
作
昂
は

永
遠
の
生
命
を
維
持
し
得
可
し
と
考
へ
た
。

　
東
洋
に
於
い
て
も
北
郷
初
期
の
思
想
墾
革
期
に
際
し
て
、
丈
學
表
現
の
形
式
が
問
題
化
し
て
み
る
。
漱
陽
衛
の
叢
丈
復
興
の
提
唱
は
ペ

ト
ラ
ル
カ
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
。
支
那
に
は
中
世
、
六
野
よ
り
唐
末
に
至
る
文
畢
の
潮
流
は
四
六
餅
…
麗
を
以
て
本
流
と
し
允
。
唐
代

　
　
　
東
洋
の
か
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
酉
洋
の
ル
欺
ッ
サ
ン
ス
（
卜
…
）
（
常
縛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘂
二
十
羅
巷
「
第
照
號
　
　
　
　
七

（・171）



　
　
　
察
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
彌
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
上
）
（
宮
鋳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
五
艦
｝
第
暇
號
　
　
　
　
八

に
韓
愈
、
棚
場
が
元
鵬
で
て
古
丈
、
脚
ち
四
六
に
非
〔
ざ
る
漢
以
晶
醜
の
丈
儲
君
照
ハ
を
唱
へ
た
が
之
を
嗣
…
ぐ
者
な
く
、
宍
掃
初
に
柳
闇
…
、
窓
牽
凝
等
繊

し
も
未
だ
大
い
に
盛
ん
な
ら
す
、
仁
宗
時
代
に
厭
陽
脩
等
葦
撫
す
る
に
及
ん
で
、
始
め
て
文
壇
の
支
配
酌
勢
力
と
な
る
を
得
た
。
併
し
朝

廷
の
諮
令
、
大
官
除
拝
の
綱
諾
の
如
き
儀
式
的
の
辮
…
令
に
は
猜
四
六
を
臓
ふ
る
を
例
と
し
た
が
、
治
卒
四
年
（
帯
革
｝
〇
六
七
年
）
榊
宗
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク

位
し
て
早
馬
光
を
以
て
翰
林
皐
士
に
任
ぜ
ん
と
し
た
時
、
群
馬
光
は
四
六
を
爲
る
能
は
ざ
る
を
理
由
と
し
て
墨
壷
し
て
居
わ
、
天
子
は
之

に
封
し
て
、
好
漢
の
制
謂
の
如
く
に
し
て
可
な
り
、
と
云
っ
て
み
る
の
は
注
意
す
聡
き
で
あ
る
。
今
日
よ
り
見
れ
ば
唐
言
の
古
文
は
必
ず

し
も
、
百
態
晶
鰐
の
文
龍
と
同
一
で
は
な
い
。
併
し
唐
宋
疇
代
の
古
新
調
偶
者
は
、
四
六
を
慶
す
れ
ば
、
否
鷹
…
な
く
漢
以
払
附
の
丈
を
以
て
手

本
と
せ
ざ
る
を
得
す
、
從
っ
て
そ
の
文
章
は
漢
の
丈
髄
に
近
き
も
の
と
考
へ
元
の
で
あ
ら
う
。

　
支
那
で
は
北
｛
末
時
代
門
歯
後
よ
り
、
古
丈
の
提
唱
と
並
行
し
て
、
目
語
鱒
諏
X
塵
・
が
・
次
第
に
流
行
し
て
漁
る
が
、
こ
れ
亦
近
世
的
な
る
現
象

の
一
と
し
て
、
ダ
ン
テ
等
の
方
鷺
使
珊
と
封
冊
さ
る
可
き
も
の
で
あ
ら
う
。
支
那
に
於
け
る
俗
語
使
用
の
町
民
は
必
ず
し
乱
心
代
を
待
た

す
、
麟
に
唐
末
よ
り
初
窪
っ
て
ゐ
苑
こ
と
、
近
時
獲
見
せ
ら
れ
た
る
義
歯
の
欝
欝
に
よ
っ
て
知
ら
る
玉
通
り
で
あ
る
が
、
宋
都
東
京
開
封

府
に
繁
榮
せ
る
庶
民
大
衆
の
娯
樂
生
添
が
更
に
之
を
推
進
せ
し
め
た
る
こ
と
、
亦
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
ユ
き
マ
　
ユ
　
ス
ト

　
（
…
二
）
　
印
…
刷
衛
。
既
に
思
想
あ
り
、
丈
章
あ
り
と
す
れ
ば
之
を
普
及
す
る
手
段
が
・
次
に
問
題
と
な
る
。
西
洋
に
て
入
生
主
義
者
等
の
墨

壷
復
興
運
動
は
、
最
初
は
…
狭
き
上
流
祉
＾
曾
に
於
け
る
、
漁
釧
族
的
の
道
樂
で
あ
っ
允
の
が
、
印
…
醐
術
の
鹸
…
入
に
よ
る
壷
田
物
の
曹
及
の
爲
四
に
、

廣
く
耽
會
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
」
途
に
二
藍
距
る
鮭
會
的
大
潮
流
と
な
る
に
至
つ
允
。
伊
太
利
に
於
け
る
活
版
花
蕊
術
は
、
酉
紀
一
四

六
五
年
に
始
ま
る
と
考
へ
ら
る
玉
が
、
一
四
八
一
年
に
紳
曲
が
註
解
を
つ
け
て
出
版
せ
ら
れ
た
。

（　・17u，　）



　
之
を
東
洋
に
於
て
見
る
に
、
木
板
印
刷
の
起
原
は
古
く
唐
代
に
あ
り
、
併
し
劇
期
的
な
る
大
雪
版
は
、
宋
の
太
灘
、
太
宗
二
代
に
亙
る

佛
教
大
藏
経
の
並
等
に
指
を
屈
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
仁
宗
の
朝
に
畢
昇
な
る
者
が
活
字
を
獲
明
し
詣
る
こ
と
、
沈
括
の
夢
漢
筆

談
に
見
え
て
居
り
有
名
な
る
事
、
實
で
あ
る
。
漢
宇
の
形
龍
が
活
字
製
造
に
不
便
な
る
よ
り
し
て
、
彼
の
獲
明
は
直
ち
に
流
行
す
る
に
至
ら

な
か
っ
た
が
、
木
版
製
作
技
術
の
優
秀
さ
は
之
を
償
ひ
、
市
上
に
書
籍
の
洪
水
を
氾
濫
せ
し
め
た
。
因
み
に
畢
昇
の
活
動
せ
る
北
宋
仁
宗

朝
は
酋
暦
十
一
世
紀
中
帯
ハ
に
繋
り
、
西
洋
に
於
け
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
活
版
術
獲
明
の
十
五
世
紀
中
働
菓
な
る
に
比
ぶ
れ
ば
、
約
四
百
年

を
先
ん
じ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
科
壌
の
毒
舌
。
科
學
、
殊
に
誤
謬
謝
謝
の
獲
達
こ
そ
は
、
入
類
の
思
想
に
刺
．
戟
を
蹴
ハ
へ
て
、
古
き
も
の
を
藥
て
玉
新
し
き
も
の

を
迎
へ
し
む
る
推
進
力
で
あ
る
。
西
洋
の
學
藝
復
興
は
復
古
蓮
動
な
る
と
同
時
に
、
遜
歩
主
義
で
あ
り
、
進
歩
主
義
の
根
抵
に
は
、
こ
の

時
代
に
於
け
る
著
し
い
科
麟
・
思
想
の
獲
展
が
潜
ん
で
み
る
こ
と
は
否
定
出
暇
な
い
。
而
し
て
漸
時
の
科
墨
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
屡

ζ
羅
針
盤
と
火
藥
の
獲
明
が
引
合
に
出
さ
れ
る
。

　
無
考
と
も
、
そ
れ
が
始
め
て
何
等
に
於
い
て
、
結
入
に
よ
り
て
獲
明
せ
ら
れ
た
る
か
は
、
未
だ
に
曖
昧
模
糊
と
一
．
て
定
論
を
見
る
に
至

ら
な
い
。
併
し
乍
ら
記
録
の
上
に
現
れ
た
る
所
を
比
較
す
る
に
矢
張
、
支
那
の
方
が
繭
洋
よ
り
も
幾
分
宛
早
い
の
で
あ
る
．
．

　
東
洋
に
於
け
る
爆
磁
性
の
火
藥
の
記
載
は
、
嘗
て
矢
野
博
士
の
論
か
れ
た
る
如
く
、
北
宋
仁
宗
の
慶
暦
年
聞
（
餌
紀
一
〇
四
一
一
｝
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
八
年
）
曾
公
亮
等
の
編
纂
し
論
る
武
家
総
要
に
見
ゆ
る
を
以
て
最
初
と
す
る
。
而
し
て
そ
れ
が
火
砲
と
い
ふ
も
の
に
使
用
さ
れ
允
る
こ

と
は
、
績
蒋
ハ
治
通
鑑
長
編
翁
二
七
五
。
照
惣
’
九
侃
－
五
月
辛
酉
の
條
に
、

　
　
　
東
洋
の
ル
ネ
蘭
サ
ン
ス
と
熊
洋
の
期
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
上
）
ハ
欝
幣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
訟
十
字
巻
　
第
賜
號
　
　
　
　
九
．

（　‘173　）



　
　
　
黛
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
／
ス
と
颪
洋
の
〃
ネ
ッ
サ
ン
ス
ハ
上
）
ハ
営
離
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
蹴
巻
　
第
黒
歯
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
る
　
む
　
む

　
河
東
路
維
略
画
…
百
。
北
界
人
稽
。
燕
京
臼
燭
火
轍
。
令
人
於
爾
界
権
場
。
私
貿
耀
黄
熱
融
…
。
慮
縁
競
闘
不
樒
。
乞
重
立
告
賞
格
。
於
是

　
審
刑
院
大
理
寺
。
串
明
薦
條
行
之
。

と
あ
る
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。
元
よ
り
之
は
火
藥
を
獲
附
藥
と
し
て
用
ひ
た
も
の
で
な
く
、
縄
機
を
用
ひ
て
敵
陣
に
投
げ
込
ん
で
爆
獲

せ
し
め
た
る
こ
と
、
又
矢
野
博
士
の
読
の
如
く
で
あ
る
が
、
煕
寧
九
年
（
西
紀
一
〇
七
六
年
）
以
ぺ
前
に
於
い
て
、
そ
れ
が
遼
に
迄
傳
は
っ

て
、
東
洋
に
於
い
て
は
別
に
珍
し
き
智
識
で
な
か
っ
た
こ
と
は
排
日
を
要
す
る
。
挙
々
贅
治
通
鑑
長
編
雀
三
四
コ
。
元
螢
七
年
正
月
甲
寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
條
に
、
弓
箭
火
砲
箭
百
萬
有
絵
を
西
夏
國
境
の
軍
隙
に
頒
つ
た
記
事
が
見
え
て
み
る
。
然
る
に
近
頃
影
印
さ
れ
た
る
四
犀
全
書
本
武
纏

纏
要
を
見
る
と
前
集
雀
十
。
十
三
頁
に
、
行
砲
車
、
軒
車
砲
と
題
し
て
立
派
な
銅
（
？
）
身
の
大
砲
の
懸
が
載
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
、
大
い

に
驚
い
た
が
、
よ
く
看
る
と
ど
う
や
ら
武
経
総
要
の
原
闘
で
は
な
く
、
恐
ら
く
乾
輝
輝
の
虚
榮
心
を
満
…
足
せ
し
め
る
爲
に
、
四
庫
全
書
本

謄
爲
の
際
に
携
入
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
は
他
の
麟
に
は
必
ず
数
行
の
読
明
が
つ
い
て
み
る
が
こ
の
圃
に
限
り
何
の
説
明
も
な
く
、
他
の

砲
車
、
火
砲
等
は
第
十
二
雀
に
見
え
て
み
る
の
に
、
こ
れ
丈
を
離
し
て
第
十
釜
に
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
・
田
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
｝
四
洋
に
於
け
る
志
単
一
樂
の
使
僧
…
は
、
大
塔
十
三
聖
画
爬
に
始
ま
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
此
鮎
邑
に
抑
於
い
て
も
、
東
洋
は
西
一
洋
に
比
し
て
約
二

世
紀
程
先
行
し
て
み
る
。

　
次
に
羅
針
盤
に
厚
し
て
、
輩
に
磁
針
が
南
北
を
指
し
、
そ
れ
が
精
確
に
地
軸
の
方
向
と
｝
致
せ
ざ
る
こ
と
は
、
既
に
北
緯
榊
宗
蒔
代
に

活
躍
せ
る
沈
括
（
酋
紀
一
〇
三
〇
一
一
〇
九
四
年
目
の
夢
漢
筆
談
に
繊
で
、
そ
れ
が
航
海
に
利
用
せ
ら
る
鼠
こ
と
は
、
十
二
世
紀
勅
頭
の
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

州
可
談
、
高
麗
圃
維
等
の
畿
岡
に
見
ゆ
る
こ
と
、
桑
原
博
士
が
既
に
説
か
れ
た
る
通
り
で
あ
る
．
り

（　‘17・1　）



　
事
し
も
西
洋
に
於
い
て
磁
針
を
航
海
に
利
用
し
始
め
た
る
年
代
が
、
十
四
世
紀
の
初
頭
と
す
る
な
ら
ば
、
此
世
に
於
い
て
も
東
洋
は
西

洋
に
先
ん
ず
る
こ
と
約
二
舞
紀
で
あ
っ
た
課
で
あ
る
。

　
猴
こ
の
外
に
入
生
観
に
話
し
て
甚
深
の
影
響
を
及
ぼ
す
轟
き
、
進
化
論
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
化
石
な
る
も
の
』
本
質
が
、
西

洋
風
藝
復
興
期
の
天
才
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
（
西
暦
一
四
五
一
丁
∴
五
一
九
年
）
に
よ
っ
て
眞
相
を
看
破
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

注
目
に
値
す
る
現
象
で
あ
り
一
’
ウ
ェ
ル
ズ
の
世
界
藁
蓑
な
ど
ど
に
も
特
筆
大
書
し
て
あ
る
が
、
斯
か
る
智
識
は
、
東
洋
に
て
は
矢
張
四
世

紀
も
鵡
朋
に
、
例
の
沈
括
が
夢
漢
筆
談
の
中
で
蓮
べ
て
る
る
所
な
の
で
あ
る
。
烈
く
、

　
予
奉
使
河
北
。
擾
太
行
而
北
、
出
資
之
間
、
往
往
衝
煎
餅
殻
、
及
石
子
如
鳥
卵
者
。
、
横
…
猟
石
壁
如
幣
。
重
織
昔
之
海
濱
。
今
東
距
海
。
㌧

已
近
予
里
．
、
所
謂
大
陸
潜
。
留
濁
泥
所
漣
耳
。

　
こ
の
文
章
は
化
石
其
物
よ
り
も
、
之
を
含
む
地
暦
の
鑓
遜
に
翻
し
て
、
よ
り
姦
く
の
鳳
昏
々
を
以
て
書
か
れ
て
み
る
が
、
之
は
元
來
支
那

に
於
い
て
は
、
化
石
の
本
質
に
關
し
て
、
酉
洋
に
於
け
る
や
う
な
宗
教
的
な
銘
記
が
無
か
っ
た
か
ら
、
別
に
之
を
啓
蒙
す
る
の
必
要
も
な

か
っ
た
謬
で
あ
り
、
若
し
も
化
石
な
る
も
の
は
紳
が
画
餅
創
遙
の
際
に
試
験
的
に
製
作
せ
る
動
物
の
模
型
に
し
て
、
生
命
を
輿
へ
る
前
に

不
含
格
と
し
て
山
、
上
に
拗
…
郷
さ
れ
た
の
だ
と
い
ふ
檬
な
迷
信
が
あ
っ
旋
ら
ば
、
沈
括
は
恐
ら
く
レ
オ
ナ
ル
ド
・
．
〃
・
ヴ
イ
ン
チ
と
共
に
之
を

排
撃
し
た
に
梢
違
な
い
．
、
沈
括
の
論
の
焼
き
直
し
は
朱
子
語
漏
の
中
に
も
見
え
て
み
る
。

（
五
）
宝
島
の
獲
達
。
學
菰
覆
興
期
の
思
想
や
科
墨
は
以
後
激
世
紀
の
慧
激
な
獲
達
に
よ
っ
て
、
何
時
の
聞
κ
か
之
を
古
い
も
の
、
過

去
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
永
遽
に
宵
く
す
る
こ
と
の
出
來
ぬ
も
の
は
、
畢
藝
復
興
期
に
於
け
る
藝
術
上
の
傑
作
、
特
に
絡
謎
と
彫

　
　
　
・
東
洋
の
翔
率
ヅ
サ
ン
ス
と
難
洋
の
か
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
上
）
（
宮
晦
）
　
　
　
、
　
　
　
　
第
二
＋
難
事
第
繊
號
　
　
ご

（　・175　）



　
　
　
策
津
の
膨
ネ
・
サ
ン
ス
と
照
洋
の
，
累
・
サ
ン
ス
（
上
）
釜
織
）
　
　
　
　
　
第
二
＋
馨
第
閥
號
　
三

重
と
で
あ
ら
う
。
但
し
慌
者
の
中
、
彫
刻
は
滋
藤
美
術
の
復
興
で
あ
っ
疫
が
、
素
質
は
之
と
趣
を
異
に
す
る
q
野
宮
古
代
の
絡
戴
の
傑
作

は
今
購
存
〔
在
せ
ぬ
の
で
、
そ
の
隷
輪
軸
を
愛
々
す
る
こ
と
が
鳩
來
ぬ
が
、
若
し
も
ボ
ム
ペ
イ
逸
跡
の
壁
叢
が
之
を
代
読
す
る
も
の
な
ら
ば
、

殆
ど
探
る
に
足
ら
す
、
総
構
復
興
期
の
説
家
も
古
典
絡
叢
を
見
た
形
遊
は
な
い
め
で
、
從
っ
て
そ
の
模
範
を
古
代
に
求
む
る
所
な
く
、
自

ら
新
生
面
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
、
而
し
て
復
興
期
の
彫
刻
は
漸
く
古
典
美
術
の
壁
を
摩
す
る
に
至
っ
た
頃
よ
り

忽
ち
に
し
て
嚢
へ
た
が
、
難
敵
は
之
に
反
し
て
、
僻
太
利
に
於
い
て
極
盛
に
達
す
る
と
盛
時
に
直
孫
諸
圏
に
刺
身
を
斑
ハ
へ
、
各
國
特
有
の

丘
上
を
形
成
せ
し
め
た
る
も
の
で
、
そ
の
影
響
は
立
憲
に
迄
及
ん
で
み
る
と
云
つ
．
て
よ
い
へ
印
ち
墨
壷
復
興
は
羅
な
る
復
古
で
な
く
、
進

、
歩
で
あ
り
、
縛
に
は
営
造
で
あ
る
と
い
ふ
一
薗
を
、
最
も
よ
く
営
時
の
絡
諜
が
代
表
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
猫
総
謹
に
討
て
は
後
節
更
に

詳
し
く
論
述
す
る
所
が
あ
ら
う
。

　
東
洋
に
於
い
て
も
心
当
時
代
は
堂
島
皮
上
特
殊
な
る
地
位
を
直
す
る
。
南
叢
、
隷
書
共
に
大
面
さ
れ
た
の
は
北
面
初
期
に
於
い
て
貸
あ

り
、
北
猫
に
は
李
域
、
苑
寛
、
英
霊
に
は
董
源
、
互
然
等
等
で
て
、
大
盤
現
今
支
那
識
の
技
法
を
基
礎
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
列
戯
し
た
る
五
項
目
を
以
て
凡
そ
尊
慮
に
於
け
る
墨
藝
復
興
現
象
の
重
要
な
る
要
素
を
包
括
し
得
た
り
と
思
惟
す
る
が
、
．
．
之
と
殆

ど
、
平
行
の
現
り
象
が
、
東
洋
に
於
て
は
、
約
三
世
紀
前
に
懸
験
濟
み
と
な
っ
て
み
た
弓
張
入
が
東
洋
史
を
細
く
に
當
の
、
精
髄
唐
末
宋
初
を

以
て
、
中
世
と
近
枇
の
藤
…
換
期
と
す
る
の
は
、
斯
か
る
理
・
田
に
基
く
の
で
あ
る
。

謡
①
　
矢
野
博
士
蒋
返
代
支
那
の
政
治
及
交
化
肌
収
、
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
簿
來
に
就
い
て
G

　
②
　
”
榮
原
櫨
四
士
著
、
曲
浦
窺
蜘
庚
の
事
噛
蹟
（
昭
和
…
十
年
缶
暦
披
版
）
、
九
二
頁
㎜
維
針
盤
の
使
湘
ら

　
③
鴇
ρ
芝
。
審
”
↓
冨
O
簿
言
③
o
暁
熱
G
・
8
蔓
（
｝
弗
版
）
唱
」
ρ

（476）



三
　
最
も
遅
れ
淀
る
西
洋
の
文
化

　
東
洋
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
、
及
び
西
洋
の
三
つ
の
世
界
が
夏
蚕
嗣
糠
の
就
會
的
獲
展
を
…
遂
げ
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界

が
最
も
先
行
し
、
東
洋
之
に
次
ぎ
、
西
洋
が
最
も
邊
れ
た
り
と
す
れ
ば
、
次
に
起
る
闇
　
題
は
、
後
進
の
世
界
は
臨
己
の
就
會
的
獲
展
に
關

し
て
、
先
進
の
世
界
に
負
ふ
所
あ
り
ゃ
否
や
、
若
し
あ
り
と
す
れ
ば
そ
は
如
何
な
る
綿
度
に
於
て
貸
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
斯
か

る
町
題
の
解
決
に
封
し
て
非
常
な
る
嗣
難
が
俘
ふ
所
以
は
、
第
　
に
酉
導
入
が
西
洋
愛
の
研
究
に
當
夢
て
、
と
も
す
れ
ば
基
軽
教
的
偏
見

を
抱
い
て
、
他
の
世
界
よ
り
の
頭
洋
に
封
ず
る
影
響
を
殊
更
に
過
小
に
評
嘉
せ
ん
と
し
、
彼
等
の
里
門
的
博
識
が
反
っ
て
眞
趨
を
蔽
ふ
に

役
立
つ
と
い
ふ
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
第
二
、
東
洋
の
歴
愛
鵬
・
が
豊
富
な
る
資
料
を
有
し
乍
ら
、
未
だ
十
分
に
組
織
立
て
ら
れ
ざ
る
親
歌
に

あ
る
こ
と
、
而
し
て
、
第
三
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
枇
界
に
於
い
て
は
、
嘗
て
は
絢
…
瀾
た
る
丈
化
を
開
花
さ
せ
乍
ら
、
近
時
に
至
っ
て
大

い
に
褒
へ
、
史
料
も
多
く
散
発
し
た
る
上
に
、
そ
の
研
究
が
最
も
遽
れ
て
、
他
の
世
界
と
の
丈
化
交
渉
に
關
す
る
材
料
も
甚
だ
鋏
乏
し
居

る
こ
と
等
粛
の
事
情
を
数
へ
る
こ
と
が
繊
來
る
。

　
併
し
乍
ら
公
不
な
る
立
場
に
立
ち
、
常
識
的
な
る
判
断
を
以
て
推
測
す
れ
ば
、
東
洋
並
び
に
西
洋
の
古
代
に
於
い
て
鳩
現
せ
る
大
帝
國

の
組
織
を
兇
る
に
、
何
れ
も
ペ
ル
シ
ャ
世
界
に
於
け
る
先
例
、
特
に
グ
リ
ウ
ス
大
王
の
帝
園
統
治
法
に
相
類
似
す
る
所
あ
り
、
若
し
彼
に

範
．
を
取
り
た
び
と
激
は
ざ
る
迄
も
、
斯
る
大
帝
國
の
発
現
を
可
能
な
ら
し
む
る
基
礎
と
な
れ
る
農
繁
支
藩
展
に
若
し
て
、
ペ
ル
シ
ヤ
世
界

が
常
に
影
響
を
及
し
つ
N
あ
り
し
こ
と
は
否
定
出
來
ぬ
で
あ
ら
う
窃
煮
ひ
換
ふ
れ
ば
、
東
洋
及
び
西
洋
に
於
け
る
古
代
典
的
獲
展
は
、
ぺ

　
　
　
東
洋
の
館
ネ
・
サ
ン
ス
と
戴
洋
の
ル
率
・
サ
ン
ス
（
占
密
瞬
）
　
　
　
　
　
　
笹
不
澱
慶
嘉
為
事
　
　
董

（‘177）



　
　
　
策
灘
ゐ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
麟
洋
の
〃
本
ッ
サ
ン
ス
（
上
）
（
霞
幣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
開
巻
　
策
照
號
　
　
　
蝋
槻

ル
シ
ャ
世
界
に
指
導
さ
れ
て
來
允
の
で
あ
る
。

　
次
に
攣
る
中
世
的
耽
會
生
活
に
於
い
て
、
ペ
ル
シ
ヤ
世
界
が
東
洋
及
び
爾
洋
に
擁
し
て
、
如
何
な
る
地
位
を
有
し
居
た
る
か
は
、
最
も

不
明
瞭
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
中
世
は
結
局
近
世
に
雑
事
し
行
く
可
き
蓮
命
を
持
っ
て
る
た
。
中
世
の
瀧
會
は
必
ず
し
も
停
滞
せ
る
就
會
で

な
く
、
徐
々
に
近
世
へ
の
歩
み
を
迫
っ
て
ゐ
允
の
で
あ
っ
て
、
近
世
的
な
要
素
は
既
に
中
世
の
間
よ
り
、
卵
穀
の
中
に
購
化
胎
動
し
つ
製

あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
成
長
を
絶
え
ず
外
部
よ
り
刺
戟
啓
獲
し
づ
鼠
あ
っ
た
の
が
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
外
な

ら
な
か
つ
売
で
あ
ら
う
○

　
東
洋
の
畢
藝
復
照
ハ
が
そ
の
…
幾
許
を
、
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ス
ラ
ム
横
界
に
負
ふ
か
は
、
此
亦
明
か
で
な
い
ハ
、
併
し
乍
ら
唐
の
巾
・
期
よ
b
多
数

の
波
斯
人
が
支
那
に
移
伴
凹
し
て
、
商
業
上
に
活
躍
し
、
抽
積
い
て
ア
ラ
ビ
ア
入
が
南
海
方
面
∵
よ
り
亥
那
㎝
と
涌
風
間
を
關
…
き
、
成
嵐
大
な
る
貿
易
が

爾
世
界
の
間
に
行
は
れ
た
る
事
實
を
憶
へ
ば
、
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
東
洋
に
及
ぼ
し
，
潅
る
影
響
は
決
し
て
輕
節
す
可
か
ら
ざ
る

も
の
あ
る
を
思
は
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
．
さ
め
・
乍
・
ら
茜
揖
麗
十
一
世
「
紀
に
至
っ
て
、
申
果
洋
に
學
翼
岬
復
蝋
ハ
が
起
り
、
肚
・
曾
が
噌
樹
心
を
一
新
す

る
に
及
ん
で
、
或
黙
に
於
い
て
は
、
後
進
の
束
洋
が
、
先
進
の
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
凌
駕
す
る
に
至
つ
一
こ
と
は
亦
注
飼
に
値

す
る
．
例
へ
ば
火
藥
、
羅
針
盤
に
於
い
て
、
そ
の
獲
明
の
名
轡
が
何
れ
の
世
界
に
鵬
す
る
や
は
猶
疑
問
で
あ
る
が
、
記
録
の
上
に
於
て
は

東
洋
が
幾
分
先
鞭
を
つ
け
て
居
り
、
陶
器
の
製
作
術
の
如
き
は
、
元
來
は
東
洋
が
ペ
ル
シ
ヤ
世
界
よ
り
輸
入
せ
る
に
拘
は
ら
す
、
宋
代
に

於
い
て
完
域
無
比
の
域
に
達
し
、
宋
磁
は
蓮
に
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
鍮
出
さ
れ
、
少
し
く
異
る
事
情
の
下
に
あ
る
が
宋
の
認
識
の
．
如
き
も
、

イ
ス
ラ
ム
泄
界
に
於
い
て
賞
讃
の
的
と
な
っ
て
ゐ
允
。
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茜
一
洋
の
親
〃
蘇
一
再
鰍
ハ
が
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
よ
り
多
大
の
影
響
を
禅
輩
り
距
る
は
、
萬
入
の
磁
憎
し
く
認
む
る
所
、
特
に
翠
黛
岬
復
照
ハ
の
中
に
於
い

て
の
復
古
的
な
ら
ざ
る
、
側
遙
的
部
門
に
於
い
て
そ
の
影
響
が
蕪
深
で
あ
る
。

　
東
洋
よ
り
も
約
三
世
紀
、
酋
洋
　
よ
り
も
約
五
世
紀
竜
早
・
く
近
世
．
皮
に
入
わ
た
る
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
、
後
進
の
宙
小
洋
及
び
西

洋
に
…
封
し
て
、
指
導
的
地
位
に
立
ち
元
る
な
ら
ん
こ
と
は
容
易
に
、
常
識
的
に
推
測
さ
る
Σ
こ
と
で
あ
る
が
、
次
に
提
趨
さ
る
鼠
…
問
題
は
、

西
洋
よ
り
も
約
一
二
世
紀
の
先
進
國
た
る
東
洋
が
、
そ
の
藥
野
面
鰍
ハ
に
於
い
て
、
果
し
て
何
等
か
の
影
響
を
西
洋
の
上
に
及
ぼ
し
得
た
か
否

か
と
い
ふ
疑
問
で
あ
る
。
何
故
に
斯
か
る
疑
問
が
勝
に
生
す
る
か
。
そ
は
第
一
に
東
洋
の
錐
藝
復
興
は
、
そ
の
始
に
於
い
て
ペ
ル
シ
ヤ
・

イ
ス
ラ
ム
世
風
β
よ
り
刺
鐡
…
を
受
け
た
る
に
も
せ
よ
、
愈
丸
・
實
…
現
し
た
る
曉
に
は
、
或
翻
門
に
於
い
て
は
著
し
く
磨
兀
識
城
の
山
炭
を
著
し
、
遙
に

ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
凌
駕
し
て
出
藍
の
嬰
を
得
る
に
迄
立
至
り
た
れ
ば
、
若
し
も
総
懸
が
直
接
東
洋
に
接
し
π
ら
ん
に
は
、
恐

ら
く
中
間
の
イ
ス
ラ
ム
推
界
を
棄
て
鼠
東
洋
よ
り
採
る
漸
あ
り
し
な
ら
ん
と
想
豫
さ
る
』
こ
と
。
第
コ
に
東
洋
に
離
藝
復
興
が
趨
り
た
る

直
後
、
蒙
古
民
族
の
世
界
大
征
朕
と
い
ふ
劃
期
的
嶺
件
が
起
り
、
東
洋
及
び
イ
ス
ラ
ム
世
界
は
暴
げ
て
蒙
古
民
族
の
支
配
に
蛉
し
、
こ
の

爾…

｢
「
界
の
間
の
交
通
が
、
恰
も
一
廉
内
の
交
通
の
如
く
容
易
と
な
り
、
從
っ
て
直
接
聞
．
擾
の
東
洋
と
隠
沼
と
の
間
の
交
通
も
亦
著
し
く
促

進
せ
ら
れ
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
無
爵
可
能
性
が
生
じ
怠
る
こ
と
等
に
よ
り
、
東
洋
の
優
秀
な
る
文
化
が
西
洋
の
離
藝
復
興
に
何
等

か
の
欝
蹴
ハ
を
な
し
た
る
に
非
す
や
と
、
極
め
て
常
識
的
に
思
惟
せ
ら
る
鼠
理
由
が
あ
る
0
で
あ
る
。

　
若
し
も
火
…
樂
や
羅
針
盤
が
支
那
に
於
い
て
最
初
に
言
明
せ
ら
れ
控
り
滴
り
と
す
る
も
、
そ
れ
が
如
何
な
る
穫
路
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
無

界
に
入
り
、
．
｝
災
に
西
一
洋
へ
鍮
…
入
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
か
は
…
現
今
…
明
聴
隙
に
し
得
な
い
ば
か
り
で
ぺ
な
く
、
・
氷
久
に
…
説
閣
ヂ
し
得
る
帥
蹴
は
な
漆
さ

　
　
．
寒
洋
の
即
率
ッ
サ
ン
ス
と
繭
洋
の
ル
＊
ッ
サ
ン
ス
ハ
上
）
（
宮
晦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
鳳
雛
慌
雀
　
第
鶴
號
　
　
　
一
流

（．S7（　）



　
　
　
窺
継
洋
の
々
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
薦
囲
洋
の
劇
率
ッ
サ
ン
ス
ハ
上
）
ハ
宮
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
謝
諜
十
蕊
巻
　
　
簾
顯
怖
號
　
　
　
　
　
…
轟
ハ

う
で
あ
る
。
然
る
に
此
塵
に
今
後
の
努
力
に
よ
っ
て
は
、
意
外
に
明
・
鑓
な
る
解
決
に
劉
略
し
さ
う
に
見
ゆ
る
一
題
爆
が
あ
る
。
そ
は
世
界

史
上
東
洋
に
於
い
て
最
初
に
完
域
の
域
に
達
し
堪
る
給
…
纒
の
技
術
が
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
入
り
、
更
に
之
と
殆
ど
岡
隣
に
西
洋
に
も
入
り

て
墨
藝
復
興
期
の
縮
識
の
上
に
影
響
を
與
へ
た
る
な
ち
ん
と
思
は
る
x
小
言
で
あ
る
。
若
し
こ
の
事
が
十
分
に
詳
明
さ
る
鼠
な
ら
ば
、
東

洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
忌
事
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
の
闇
に
、
軍
に
類
似
の
現
象
が
即
行
し
て
存
在
す
δ
に
止
ま
ら
す
、
そ
の
類
似
の
現
象

の
聞
に
は
一
脈
…
の
閃
…
果
關
…
係
が
存
在
し
た
る
憲
・
竃
が
確
認
さ
る
鼠
謬
で
あ
る
ハ
．

　
余
は
唐
ら
量
ら
す
も
、
こ
の
問
題
に
証
し
て
一
言
の
答
案
を
提
出
せ
ん
と
す
る
。
余
が
蒐
集
し
得
た
る
材
料
は
極
め
て
貧
弱
、
殊
に
ペ

ル
シ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ム
批
界
を
論
く
に
當
り
、
隔
鞭
掻
痒
の
感
に
堪
え
ぬ
も
の
あ
る
が
、
若
し
も
こ
の
小
論
文
が
機
縁
と
な
り
、
眞
の
研
究

　
　
　
　
　
き
ろ
ガ

を
招
來
す
る
縁
閃
［
と
も
な
ら
ば
や
と
恩
ひ
、
且
つ
は
併
せ
て
後
進
縦
子
に
こ
の
方
両
の
採
血
に
着
手
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
の
襟
り
敢

て
獲
り
に
筆
を
執
っ
た
次
麓
皿
で
あ
る
．
．
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